
星野リゾート トマム（北海道勇払郡占冠村）

自分で運転するバギーで貸し切りの山を駆け抜ける

雨の日限定アクティビティ「トマムドロドロラリー」を初実施
期間：2019年7月1日〜8月31日

北海道最大級の滞在型リゾート「星野リゾート トマム」は、2019年7月1日〜8月31日までの期間、「トマムドロドロラ
リー」を初めて実施します。これは、夏の雨の日限定で山を貸し切り、泥が飛び散る程のスピードを出せるバギーで山道を豪
快に駆け抜けるアクティビティです。乗用車では走行が難しい深さの水たまりでも走行できるバギーを、お客様ご自身が安全
に運転できるよう、山を知り尽くすガイドの徹底サポート付きです。また、心行くまで泥まみれになって自然体験ができるよ
う、全身ウエアやタオルを用意します。幼少期に戻った気分で思い切り楽しめる内容です。

背景
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3つのポイント

情報化社会が進む現代において、通信機器などから解放されて過ごす時間が減っています。そこで、約1,000ヘクタール
を有する当リゾートの自然を思う存分体験してほしいと考え、このアクティビティを企画しました。大切にしたポイントは、
森や土の匂い、風の音、野生動物との遭遇の他に、雨の恵みがあるからこそできる自然体験です。また、幼少期以来の泥ま
みれ体験を、大人になった今こそお子様と一緒に体験していただきたいと考えます。今後も、北海道の雄大な自然を様々な
天候状況でも楽しめる過ごし方の提案をして参ります。

バギーは深さ約30センチメートルの池が続くうねり道でも速度を落とさず
に進めます。そんなあらゆる地形のオフロードでも走行できるバギーをお客
様ご自身が運転できるのも、当アクティビティのポイントです。バギーのハ
ンドルを初めて握る方でも安心して体験を楽しめるよう、山を知り尽くすガ
イドが運転方法やおすすめのコース、動物が出没しやすいスポットなどをレ
クチャーします。ガイドがお客様と別のバギーで先導したり、無線通信機器
を使ってコースの案内をしたりするため、お客様が道に迷う心配はありませ
ん。

1 山を知り尽くした専任ガイドが、お客様の運転を徹底サポート



星野リゾート トマム／星野リゾート リゾナーレトマム
北海道のほぼ中心に位置する滞在型リゾートです。「ザ・タワー」「リゾナーレトマム」

の2つのホテルを中心に、四季を通して北海道を体感できるアクティビティが楽しめます。
住所
電話
アクセス
客室数

宿泊料金

URL

本リリースに関する報道関係からのお問合せ先：星野リゾート グループ広報
TEL：03-5159-6323 FAX：03-6368-6853 E-mail：pr-info@hoshinoresort.com

：〒079-2204 北海道勇払郡占冠村字中トマム
：0167-58-1111 （星野リゾート トマム 代表電話）
：新千歳空港より車で約100分、JRで約90分（南千歳駅乗換）
：735室（ザ・タワー535室、リゾナーレトマム200室）
チェックイン：15:00〜／チェックアウト：〜11:00

：1泊朝食付 2名1室利用時 1名あたり ザ・タワー12,000円〜、
リゾナーレトマム21,500円〜（いずれも税・サ込）

：https://www.snowtomamu.jp

3 思い切り泥まみれになれる貸出しアイテムが充実

洋服を汚すことに気を遣う必要がなく
思う存分泥まみれになり楽しみ尽くせる
よう、全身ウエアやタオル、長靴などの
アイテムを貸し出します。思い切り泥ま
みれになった後は、当リゾートの敷地内
にある露天風呂「木林の湯（きりんのゆ
）」での入浴や、湯上り後のソフトドリ
ンクなども楽しめます。

「トマムドロドロラリー」概要
■期間：2019年7月1日～8月31日雨天時のみ
■料金：1組20,000円（税・サ込）
■時間：13:00〜15:00
■場所：星野リゾート トマム内の山
■予約：催行日の2日前よりGAO（ガオ）アウトドアセンター現地窓口、及び代表電話（0167-58-1111）にて予約受付
■定員：1日1組 ＊1組は4名まで ＊最小催行人数1名
■対象：宿泊者、日帰り共に可 ＊小学生以上
■条件：運転免許証保持者 ＊運転ご希望の場合のみ
■料金に含まれるもの：バギー車両の運転、ガイドのサポート、レンタル一式（全身ウエア、ヘルメット、長靴、バスタオル、フェイ
スタオル）、体験後の木林の湯（きりんのゆ）入浴、湯上がり後のソフトドリンク
■動画データ：http://bit.ly/2ALaixo
＊もしくは、右側のQRコードよりデータを取得ください。

＊天候、雨量などにより実施しない場合がございます。
＊ご自身で運転を希望されない場合は、ガイドが運転することも可能です。

標高約891メートルの山にある約10キロメートル続く専用コースを泥が飛
び跳ねる程のスピードで駆け抜けるアクティビティです。童心に返って思い
っきり泥まみれになり、夢中で自然を楽しめるよう、泥跳ねがより一層増す
雨の日に限定して実施します。頂上付近からのトマムの景色を眺めることが
できたり、運が良ければ、エゾシカやキタキツネ、エゾユキウサギなどの野
生動物に遭えたりする可能性もあります。これは、都会ではなかなか味わう
ことのできない、冒険心をくすぐるような体験です。

2 泥が跳ねる程のスピードで貸切りの山を駆け抜ける
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http://bit.ly/2ALaixo

